
獨協医科大学・医学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２２０３

基盤研究(C)（一般）

2023～2019

AI画像解析とチャットボットを用いた性感染症判定システムの開発

Development of sexually transmitted disease determination system using AI image 
analysis and chatbot

９０７１３２４８研究者番号：

岩端　威之（Iwahata, Toshiyuki）

研究期間：

１９Ｋ０９７３７

年 月 日現在  ６   ６ １８

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：性感染症診断チャットボットを作成した。性感染症画像解析ソフトウエア作成を目標
として、機械学習をするために必要な画像収集を行った。現在の技術でAI画像解析ソフトウエアは作成可能であ
ることは確認できたが、オプトアウトの関係で使用できない画像があり、ソフトウエア完成にまでは至っていな
い。
郵送検査とオンライン診療を用いた性感染症治療システムを確立した。郵送検査にて、性器クラミジア、淋菌、
マイコプラズマ、HIV、梅毒などが診断可能であり、画像をオンライン上で診断することにより性器ヘルペス、
尖圭コンジローマなどが診断可能となる。それを用いてオンライン診療にて性感染症診療を行うシステムを構築
した。

研究成果の概要（英文）：We created a sexually transmitted disease diagnosis chatbot. We collected 
images necessary for machine learning with the goal of creating sexually transmitted disease image 
analysis software. Although we have confirmed that it is possible to create AI image analysis 
software with current technology, there are some images that cannot be used due to opt-out 
restrictions, and the software has not yet been completed.
We have established a sexually transmitted disease treatment system using mail-in tests and online 
consultations. By mail-in testing, it is possible to diagnose genital chlamydia, gonorrhea, 
mycoplasma, HIV, syphilis, etc., and by diagnosing images online, genital herpes, genital warts, 
etc. can be diagnosed. We have built a system for treating sexually transmitted diseases through 
online medical treatment.

研究分野： Sexually transmitted diseases and male infertility

キーワード： 性感染症　AI　チャットボット

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ポストコロナ時代、社会に起きた構造転換の例として、「サービス・モノ提供の非接触化」や「コミュニケーシ
ョンのデジタル化」が挙げられる。これらを医療分野で応用したものが「オンライン診療」と「性感染症郵送検
査」である。我々は、オンライン診療と性感染症郵送検査を繋げるシステムを構築した。また、そこに至る手段
として、性感染症診断チャットボットを作成した。診断補助目的の性感染症AI画像診断システムの構築を試み、
実現可能性は確認できたが、ソフトウエア完成には至らなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本国内においてクラミジアなどの性感染症患者数は近年増加傾向であり、梅毒においては 1999 年

の感染症法施行以降、2023 年は最大患者数を更新した。Sexual activity が高い年代において性感染

症は依然重大な問題である。性感染症に対する正確な診断は、治療効果上昇や感染拡大の防止、不

妊症の原因究明と治療、不要な抗生物質使用の減少、それに伴った耐性菌発生予防のために必要で

ある。そのために病院を早期に受診する必要があるが、性感染症という病気の性質上、病院受診を煩

わしい、もしくは恥ずかしいと考えるために受診するタイミングが遅れ、適切な治療を受けられない患者

も存在する。 

 近年、画像解析システムは医療分野でも活用されている。人工知能（AI）を用いることにより、事前にア

ルゴリズムを設定することで「機械学習」により、処理を一貫して行い画像の判定を行うことができ、網膜

の眼底所見画像や X-p 画像読影に応用され始めている。また、チャットボットとは、言語（会話文）デー

タベースと自然言語処理システムを活用した、チャット形式の自動応答会話システムである。チャットボ

ットは、マーケティングや会話型コマース分野を中心にターゲットとする業界を拡大中であるが、医療分

野においてはセキュリティやプライバシー保護の高いハードルがあるために未だに普及はしていない。 

 画像解析システムを用いて皮疹の判定を行い、さらにチャットボットを用いて性感染症の問診を行うこ

とができれば、場所と時間を選ばずに個人的にモバイル端末上で性感染症の判定を行うことができ、早

期の受診を促すツールとして用いることができる可能性がある。 

 
２．研究の目的 
現代の多くの人が所持しているモバイル端末を用いることにより研究を行うことがこの研究の特色であ

る。モバイル端末を活用し、一般人を対象にした性感染症判定のための AI 画像解析とチャットボットの

開発を行う。また、実際の患者に用いた際に起こる意識と行動の変化を検証する。web 上のコンテンツ

を作成することで、ネットに接続できる全ての人がAI画像解析とチャットボットを利用することが可能であ

り、将来的な他疾患へも応用できる可能性がある。また、現在までのモバイルを用いた私たちの研究経

験を生かし、性感染症の受診を促す効果的なチャットボットのデザインを研究し、世界に発信することが

可能となる。 

本研究は、AI画像解析とチャットボットを医療に応用する世界でも例の少ない試みである。このシステ

ムを用いることにより、医師の作業負担の軽減、医師の診断能力のばらつき是正、専門医の地域格差

の存在、といった事情により治療介入が遅れてしまう患者を救うことができる可能性がある。また、患者に

早期受診を促し、治療に貢献することができる。 

本研究では、治療を受けようとする人の問診だけでなく、若い世代への性感染症啓発を目的としてお

り、既存のシステムと目的や対象者が大きく異なる。本研究のシステムの有効性を示し、適切なデザイン

を調査することは、AI 画像解析とチャットボットの利用可能性を広げるだけでなく、今後の潜在的患者を

救うこととなり大きな意義がある。この研究成果を発展させることにより、患者の性感染症治療に対する

意識と行動を改革していくことが究極の目標である。 

 
３．研究の方法 
（１） AI 画像解析を用いた性感染症分野における皮疹診断 

 男性性感染症と陰茎周囲における代表的な皮疹として、尖圭コンジローマ、梅毒、真珠様

陰茎丘疹症、フォアダイス、包皮炎などが挙げられる。それらの皮疹の色や形などの特徴点

を抽出したアルゴリズムを設定し、機械学習によって最終的な判定までの工程を一貫して処

理できるシステムを開発する。さらにディープラーニングを用いることによって、AI が画像デー



タから特徴点を自動的に見つけ出すことにより、処理時間を短縮することができる。画像解析

ソフト作成のため、各疾患につき 1000 枚以上の画像収集が必要となる。 

（２） モバイル端末に適した性感染症問診を目的としたチャットボットの作成 

 サーバー上に日本性感染症学会ガイドラインに準拠した性感染症の問診に必要なデータ

ベースを構築し、一定のアルゴリズムを備えた自動応答システムと組み合わせたチャットボット

を、LINE や Facebook メッセンジャー等のメッセージアプリ上で使用できるように開発する。会

話（チャット）形式で、判定に必要な一定の情報をチャットボットに入力することで、クラミジア

尿道炎、淋菌性尿道炎、尖圭コンジローマ、梅毒、性器ヘルペス、ケジラミ等の性感染症を

判定する。コンテンツのプロトタイプは作成済みであり、少人数でテストを行っている。 

（３） 性感染症郵送検査を用いたオンライン診療システムの開発 

当初は予定されていなかったが、AI 画像解析がオンライン診療や郵送検査と相性が良い

と考えられ、性感染症郵送検査を用いたオンライン診療システムを開発する。 

 
４．研究成果 

（１）性感染症 AI 画像解析ソフトウエアの開発 

予定された各疾患 1000 枚以上の性感染症画像を収集し、①独自に Google Cloud の

AuroMLvision を用いて、ノーコードで画像判別を行う機械学習モデル作成、②ライフサイエ

ンス分野の画像解析を専門としている会社に外部委託、という 2 つの方法を用いることにより

性感染症画像解析ソフトウエアの作成が可能であることは判明した。しかし、オプトアウト前に

収集した画像を用いることができないために、最終的に画像解析ソフトウエアを完成させるこ

とに至らなかった。 

 

（２）モバイル端末に適した性感染症問診を目的としたチャットボットの作成 

日本性感染症学会ガイドラインに準拠した、性感染症の問診に必要なデータベースをサ

ーバー上に構築し、一定のアルゴリズムを備えた自動応答システムと組み合わせたチャットボ

ットを作成した。チャットボットは、近年流行している梅毒と、梅毒に対する新たな注射の治療

薬についての情報について更新を行った。一般的なブラウザだけでなく、LINE やメッセンジ

ャー等のメッセージアプリで使用できるように開発を行った。会話（チャット）形式で、判定に必

要な一定の情報をチャットボットに入力することで、クラミジア尿道炎、淋菌性尿道炎、尖圭コ

ンジローマ、梅毒、性器ヘルペス、ケジラミ等の性感染症を判定できるように作成した。 



（３） 性感染症郵送検査を用いたオンライン診療システムの開発 

郵送検査とオンライン診療を用いた性感染症治療システムを確立した。郵送検査にて、性

器クラミジア、淋菌、マイコプラズマ、ウレアプラズマ、HIV、梅毒などが診断可能であり、画像

を送付することにより性器ヘルペス、尖圭コンジローマ、亀頭包皮炎などが診断可能となる。

性感染症オンライン診療の有用性を立証したデータを日本性感染症学会にて報告した。 
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